
杉並区立和田中学校 地域本部

土曜日寺子屋（通称ドテラ）で

「よのなか科」を開催します！
変わる社会に対応するための新しい学び

 中学生と一緒に
大学生や、地域の大人が、
考え、学び合う場所をつくろう

藤原和博氏（和田中元校長）

◎スタッフとして活躍する
学生ボランティア募集！

◎教員や教育関係の参加者受付中！

【協力金について】

・高校生、大学生の参加は無料

・参加の方には、リーダー育成のための協力金を申し受けます。

初回1,000円、2回目以降500円

・保護者・和田中校区居住者は、初回のみ協力金500円

◎地域の方々、保護者の参加も歓迎！！

【申込・お問い合わせについて】

※HPの注意事項をご確認の上ご参加ください
※一般の方は、参加前日１７時までに、事前申込をお願いします

和田中学校地域本部宛てメールのみで受け付けます。 QRコードからもメール出来ます。

＊入力いただいた個人情報につきましては、お問い合わせに対する回答のためのみに利用し、その他の
利用や第三者に提供することは一切いたしません。

＊急な変更がある場合もございます。参加日に、HPで変更がないかをご確認ください。

メールアドレス 和田中地域本部宛て chiikihonbu@outlook.jp

メール件名 【よのなか科 申込 または、問い合わせ】としてください

メール本文 以下のイ）からホ）の記載をお願いします

イ） 氏名
ロ） 第〇回に参加 （※全回も、何回でもOK）
ハ） ご住所

（〒 ー ）
二） ご所属

① 保護者 ② 教員 ③ 教育関係者 ④ 会社員
                   ⑤ その他（※自由筆記）

↑申込はこちら

mailto:chiikihonbu@outlook.jp


※三原則は、静かにしない／電源切らない／カンニング歓迎
※スマートフォンを使用します

第 0回 4月18日 予告編と趣旨プレゼン

第 1回 4月25日 オリエンテーション

＋モードと－モード 自分と相手の共通点探し

第 2回 5月16日 きみたちはどういう時代に生きるのか

第 3回 5月30日 ジグソーパズル型学力とレゴ型学力

第 4回 6月13日 稼げる大人になるにはどうしたらいいか？

第 5回 6月27日 世の中にはどんな仕事があるのか？

～13歳のハローワークマップより

第 6回 7月11日 「投資」とは何か？

第 7回 7月18日 エネルギーカーブを描いてみよう

第 8回 9月 5日 ハンバーガー店の店長になってみよう

第 9回 9月26日 商売繁盛の方程式を作ろう

第10回10月 3日 制服の是非についてのディベート

第11回10月17日 少子化問題を考える

第12回11月 7日 自分のカラダをどこまでいじっていいか？

プチ整形から性別適合手術

第13回11月14日 赤ちゃんポスト問題から、命について考える

第14回11月28日 自殺抑止ロールプレイと 自殺の是非のディベート

第15回12月 5日 安楽死問題を考える

第16回 1月 9日 宗教とは何か？

第17回 1月23日 よのなか科の授業を作ってみよう

～ワークシートを自作する

第18回 2月 6日 学ボラのオリジナル「よのなか科」授業（１）

第19回 2月20日 学ボラのオリジナル「よのなか科」授業（２）

第20回 3月 6日 学ボラと中学生のオリジナル「よのなか科」授業（３）

和田中ドテラ版「よのなか科」スケジュール（全20回予定）
日 程： 土曜日 8時30分から９時20分
会 場： 和田中 南校舎視聴覚室

各回、９時３０分以降にリフレクションの時間が設けられます。
また、ドテラの通常の活動にも参加できます。



『よのなか科』  

       とは？

「よのなか科」は、教育改革実践家の藤原和博氏が提唱
している、新しい形の授業です。
正解が一つではない課題に向き合いながら、自分なりの

「納得解」を考えていくことを通して、これからの時代を
生きるうえで大切な「情報編集力」を育むことを目指して
います。

ここでいう「情報編集力」とは、身につけた知識や技術
を組み合わせながら、自分なりの答えを導き出していく力
のことです。
授業では、「ブレインストーミング」や「ロールプレ

イ」、「200字意見文」、「ディベート」など、さまざま
な活動に取り組みます。そうした活動を通して、自分の考
えを相手に伝える力を育てるとともに、「思考力」「判断
力」「表現力」も養っていきます。
自分の意見を論理的に伝える力は、これからの人生をよ

りよく切り開いていくための大切な力になります。
「よのなか科」を通して、21世紀、そして人生100年時

代をしなやかに生きていくために必要な力を、一緒に身に
つけていきましょう。
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